
福祉保健生活環境委員会会議記録

福祉保健生活環境委員長 衛藤 博昭

１ 日 時

平成３１年３月４日（月） 午前１０時３２分から

午前１１時１６分まで

２ 場 所

第５委員会室

３ 出席した委員の氏名

衛藤博昭、嶋幸一、志村学、木田昇、二ノ宮健治、玉田輝義、戸高賢史

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

福祉保健部長 長谷尾雅通、生活環境部長 山本章子、病院局長 田代英哉

ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第３４号議案のうち本委員会関係部分、第３６号議案、第３７号議案及び第４６号議案

については、可決すべきものと、いずれも全会一致をもって決定した。

（ ） 、２ 大分県有識者会議報告書について及び大分県地震・津波対策アクションプランについて

執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 副主幹 長尾真也

政策調査課調査広報班 主幹 飛河敦子



福祉保健生活環境委員会次第

日時：平成３１年３月４日（月）本会議終了後

場所：第５委員会室

１ 開 会

２ 生活環境部関係 １５分

（１）付託案件の審査

第 ３４号議案 平成３０年度大分県一般会計補正予算（第４号）

（本委員会関係部分）

諸般の報告（２）

①大分県有識者会議報告書について

②大分県地震・津波防災アクションプランについて

（３）その他

３ 病院局関係 １０分

（１）付託案件の審査

第 ４６号議案 平成３０年度大分県病院事業会計補正予算（第１号）

（２）その他

４ 福祉保健部関係 ３０分

付託案件の審査（１）

第 ３４号議案 平成３０年度大分県一般会計補正予算（第４号）

（本委員会関係部分）

第 ３６号議案 平成３０年度大分県国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予算第 ３７号議案

（第１号）

（２）その他

５ 協議事項

（１）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、福祉保健生活環境衛藤委員長

委員会を開きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けま

した議案４件であります。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

生活環境部関係の審査を行います。

それでは、付託案件の審査を行います。

まず、第３４号議案平成３０年度大分県一般

会計補正予算（第４号）のうち生活環境部関係

部分について、執行部の説明を求めます。

それでは、第３４号議案平山本生活環境部長

成３０年度大分県一般会計補正予算（第４号）

のうち、生活環境部関係部分について御説明い

たします。お手元の福祉保健生活環境委員会資

料の１ページをお開きください。

生活環境部関係の歳出予算は、表の左から３

番目の項目既決予算額①の一番下にありますよ

うに、既決予算額１１５億２，５０９万５千円

に対し、今回、その右の５億５，１９６万１千

円の減額をお願いしており、その結果、当部の

平成３０年度最終予算額は１０９億７，３１３

万４千円となります。

次に、補正をお願いしている主な事業につい

て御説明いたします。資料の２ページをお願い

します。

一番上、大分県災害被災者住宅再建支援事

業費８，３７１万５千円の減額で、予算説明書

は１２４ページになります。

これは、自然災害による被災者の早期生活再

建に必要となる経費について支援を行った市町

村に対し助成する経費ですが、支援金の対象と

なる世帯数が当初の見込みを下回ったことから、

減額するものです。

その一つ下、災害対策本部等機能強化事業費

１億８，６３２万２千円の減額で、予算説明書

は１２５ページになります。

これは、災害対策本部、防災センター及び防

災局を本館の６階に移転することでスペースの

拡張を行い、災害対策本部等の機能の強化を図

るものですが、工事執行に係る入札残等による

減額及び事業計画の変更により減額するもので

す。

その一つ下、産業廃棄物適正処理推進事業費

１億２，９９７万２千円の増額で、予算説明書

は１５６ページになります。

これは、産業廃棄物を焼却施設及び最終処分

場へ搬入する際に徴収する産業廃棄物税の収入

を基金に積み立てるものですが、税収が当初の

見込みよりも増えたことから増額するものです。

最後に、国立公園等施設整備事業費７，００

９万円の減額で、予算説明書は１５７ページに

なります。

これは、県内の国立公園等の施設を整備し、

大分県の魅力ある自然環境の保全を推進するた

めの経費ですが、市町村の事業計画の見直し等

に伴い減額するもので、その他の補正の内訳と

しては、補助事業費の確定や節約等により減額

するものです。

次に、生活環境部関係の繰越明許費補正につ

いて、説明いたします。資料の３ページをお開

きください。あわせて、お手元の平成３１年２

月大分県議会定例会議案（追加議案）の１４ペ

ージをお開きください。

まず、災害対応支援システム構築事業費１，

７９９万３千円です。

これは、防災情報アプリに全９言語による多

言語機能を追加し充実を図ることから、完成ま

でに所要の期間を要するため繰越しを行うもの

です。

次に、１５ページを御覧ください。

国立公園等施設整備事業費１億５，６９４万

１千円です。

これは、国の補正予算対応に伴い、事業計画

の変更等が必要となったことから繰越しを行う

ものです。

最後に、２０ページを御覧ください。

私立学校ブロック塀等緊急安全対策事業費９

９７万８千円です。
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これは、工事資材の確保困難等により工期の

遅れが発生したため年度内の完成が困難となっ

たことから繰越しを行うものです。

次に、生活環境部関係の債務負担行為補正に

ついて、説明いたします。議案の２９ページを

お願いします。

表中３番、消防学校給食業務委託料限度額１，

２８８万２千円です。

これは、４月１日から速やかに給食を提供す

る必要があることから、今年度中に契約手続き

を進めるため債務負担をお願いするものです。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これを衛藤委員長

もちまして質疑を終了します。なお、採決は、

福祉保健部の審査の際に一括して行います。

以上で、付託案件の審査は終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

りましたのでこれを許します。

それでは、次第の①及び②の報告を続けてお

願いします。

大分県有識者会議から渡辺防災対策企画課長

去る２月１４日に報告書が提出されましたので

その概要について説明いたします。資料の４ペ

ージをお開きください。

国が中央構造線断層帯の長期評価を見直した

ことに伴い、本県への影響と対策について専門

的見地から意見をいただくため、有識者会議を

昨年２月に設置しております。

会議はすべて公開とし、先月までに５回会議

を開催し、これまでの会議での議論と委員から

の意見等を踏まえ、大分県有識者会議報告書と

地震被害想定調査結果概要をとりまとめたとこ

ろです。

大分県有識者会議報告書では委員から今後の

地震対策として四つの提言をいただきました。

①喫緊の課題である南海トラフ地震だけでなく、

活断層が確認されてない地域を含めること、②

減災目標として震災による死者数を限りなくゼ

ロとすること、③災害時の関係機関との情報収

集・共有体制の強化、④県土強靱化と復興ビジ

ョンの共有について対策を進めるよう、御提言

をいただきました。

資料の５ページをお開きください。

地震被害想定調査では、六つの想定地震につ

いて、人口数や建物の耐震化などの社会要因に

基づき、地震・津波による人的被害、建物被害

について調査を行ったところです。県全体の死

者数及び建物被害を見ると、人的被害、建物被

害のいずれについても、前回調査からおおむね

減少しております。

続いて、大分県地震・津波防災アクションプ

ランについて御報告します。資料６ページをお

開きください。

１の概要ですが、本プランは地震被害想定調

査を踏まえて策定するものです。

２の策定のポイントの②減災目標についてで

すが、南海トラフの巨大地震で想定される最大

死者数約２万人を約６００人に抑制することを

目標とし、さらに、死者数を限りなくゼロにす

ることを目標としています。③施策体系につい

ては、三つの柱、２７の施策、９７のアクショ

ンプラン項目を定めています。

なお、アクションプラン項目につきましては、

前回、１０３項目を予定していると御報告いた

しましたが、類似した内容の項目の整理等を行

った結果、９７項目となったところです。

次の７ページをお開きください。

３の対策項目の見直しにおいて、対策項目を

見直した三つの視点について整理しています。

一つ目は、地震被害想定調査に基づく対策の

追加です。右側の表にあるとおり、内陸部を含

めた孤立集落対策や要支援者対策を強化します。

二つ目は、平成２８年の熊本地震等災害の検

証結果に基づく対策の追加です。

三つ目は、現行のプランの進捗状況に応じた

対策項目の整理です。

４のパブリックコメントを実施した結果、県

の総合防災訓練に地域住民による避難訓練を取

り入れてはどうかという御意見や事前防災とし

て、家具などの固定を一人一人が行っていくよ

うな取組をお願いしたいなど、１３件の御意見
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をいただきました。このうち、住民参加型の訓

練を実施することや要配慮者のいる世帯への家

具等の転倒・落下防止対策に係る支援について

追記し、反映させていただいたところです。

以上の点を踏まえ、３月下旬には公表を予定

しています。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これで衛藤委員長

諸般の報告を終わります。この際、何かありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これを衛藤委員長

もちまして、生活環境部関係の審査を終わりま

す。執行部はお疲れさまでした。

〔生活環境部退室、病院局入室〕

これより病院局関係の審査に入り衛藤委員長

ます。

それでは、付託案件の審査を行います。

まず、第４６号議案平成３０年度大分県病院

事業会計補正予算（第１号）について、執行部

の説明を求めます。

それでは、第４６号議案平成３田代病院局長

０年度大分県病院事業会計補正予算（第１号）

について、御説明します。

議案書は７８ページからになりますが、本日

はお手元にお配りしました福祉保健生活環境委

員会資料により御説明いたします。資料の１ペ

ージを御覧ください。

資料の上部には収益的収支予算、下部には資

本的収支予算を記載しており、各々、上に補正

額と主な内容、その下表には、当初予算に対す

る補正予算額を記載しております。

まず、資料上部の収益的収支予算について御

説明いたします。

収益的収支予算のうち、１の病院事業収益で

すが、４億６,９７１万４千円の増です。

これは、ページの右上に枠囲みで記載してお

りますが、入院患者数の増や外来患者１人当た

りの単価が上昇したことによる入院・外来収益

の増などによるものです。

次に、その下の２の病院事業費用は６億８,

２２０万２千円の増です。

この主な要因ですが、がん化学療法等高額医

薬品の使用の増加等に伴う薬品費・診療材料費

の増や大規模改修１期工事の終了に伴い、固定

資産除却費を計上したことによるものです。

以上により、当期の収益的収支は表の右下に

あるように、税込みで１億１,８８８万５千円

となり、当初予算から減益となる見込みです。

次に、資料下部の資本的収支予算について御

説明いたします。

１の資本的収入につきましては８，３４１万

２千円の減でございます。また、その下の２の

資本的支出につきましては９，０１８万５千円

の減です。

この主な要因ですが、入札の不調により、工

事の着工が遅れたことによる精神医療センター

整備事業費の減及びそれに関連する企業債の減

によるものです。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ衛藤委員長

り採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案衛藤委員長

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上で、付託案件の審査は終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これを衛藤委員長

もちまして、病院局関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔病院局退室、福祉保健部入室〕
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これより福祉保健部関係の審査に衛藤委員長

入ります。

それでは、付託案件の審査を行います。

まず、第３４号議案平成３０年度大分県一般

会計補正予算（第４号）のうち福祉保健部関係

部分について、執行部の説明を求めます。

第３４号議案平成３０年長谷尾福祉保健部長

度大分県一般会計補正予算（第４号）のうち、

福祉保健部関係について御説明します。委員会

資料の１ページをお開きください。

当部の２月補正予算は、中ほどの段、２月補

正予算欄の福祉保健部の部計の①２０億８，４

９２万２千円の減額となっており、これを既決

予算から減じた予算総額は、下段の現計予算欄

の福祉保健部の部計の②９４０億８，５０５万

６千円となります。

減額の主な理由としましては、特定疾患対策

事業費の医療費助成額が見込みを下回ったこと

などによるものです。

そのほか、繰越明許費、債務負担行為に係る

補正をお願いしております。

詳細につきましては、担当課・室長が説明い

たしますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

２ページを御覧ください。西永医療政策課長

番号１医療提供体制施設整備事業費３億８，３

０７万９千円の減額です。

この事業は、適切な医療を効率的に提供でき

る体制を確保するため、医療機関が行う医療環

境の改善等に向けた施設整備に対して助成する

ものです。

補正内容は、有床診療所等スプリンクラー等

整備事業の実施施設数が当初の見込みを下回っ

たことにより減額するものです。

次に、番号２地域医療介護総合確保推進事業

費４億３６２万６千円の減額です。

この事業は、地域医療介護総合確保基金を活

用し、地域における医療及び介護サービスの提

供体制を総合的に確保するものです。

補正内容は、国からの交付金が当初の見込み

を下回ったことにより減額するものです。

次に、番号３特定疾藤内健康づくり支援課長

患対策事業費６億６，３８５万９千円の減額で

す。

この事業は、難病患者の医療費等の負担軽減

を図るため、医療費の自己負担及び介護サービ

スの利用者負担に対し助成するものです。

補正内容は、指定難病に係る特定医療費が当

初の見込みを下回ったことにより減額するもの

です。

次に、３ページを御覧くだ藤丸国保医療課長

さい。番号４大分県国民健康保険財政安定化基

金積立金１億６，０８８万１千円の増額です。

この事業は、国保財政の安定化を図るため、

各種国保事業の財源や特に財源が不足する市町

村に対する貸付のための国民健康保険財政安定

化基金に積み立てるものです。

補正内容は、今年度から実施している保険者

努力支援制度交付金分としてあらかじめ積み立

てていた基金の一部を取り崩し、国保特別会計

へ繰り出すものです。

また、基金の原資となる国庫補助金の増額分

を基金へ積み立てます。

次に、番号５老人福祉施伊東高齢者福祉課長

設整備事業費２，４９２万１千円の増額です。

この事業は、老人福祉施設等の整備や防災・

減災対策を行う社会福祉法人等に対して、経費

の一部を助成するものです。

補正内容は、国の補正予算を活用し、七つの

施設において非常用自家発電設備の整備を行い

ます。

次に、番号６保育環境御手洗こども未来課長

向上支援事業費１億７，３０８万円の増額です。

この事業は、保育人材の確保を図るため、新

規卒業生の取り込みや潜在保育士の掘り起こし、

また、保育現場の働き方改革を推進するもので

す。

補正内容は、国の補正予算を活用し、保育士

の資格取得を目指す学生等への修学資金の貸付

原資を積み増すものです。

なお、今回の補正予算により、８０名の定員

枠を最大で１２０名まで拡充することとしてい

ます。

次に、４ページを大戸こども・家庭支援課長
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御覧ください。番号７児童養護施設退所者等支

援強化事業費６，８００万円の増額です。

この事業は、児童養護施設等の退所者の社会

的自立を支援するため、家賃・生活費の貸付け

や生活相談等を実施するものです。

補正内容は、国の補正予算を活用し、家賃等

の貸付原資を積み増すものです。

次に、番号８ひとり親家庭等自立促進対策事

業費５，１９０万３千円の増額です。

この事業は、ひとり親家庭の自立を促進する

ため、資格取得のための養成機関への入学準備

金や就職準備金を貸し付け、ひとり親の就職を

支援するものです。

補正内容は、国の補正予算を活用し、入学準

備金等の貸付原資を積み増すものです。

次に、番号９障がい者福二日市障害福祉課長

祉施設整備事業費６，８４０万７千円の増額で

す。

この事業は、障がい者福祉施設等の整備や防

災・減災対策を行う社会福祉法人等に対して、

経費の一部を助成するものです。

補正内容は、国の補正予算を活用し、就労継

続支援事業所等の創設、また、障がい者支援施

設における非常用自家発電設備の整備を行いま

す。

お手元の追加議案書の１幸福祉保健企画課長

５ページをお開きください。繰越明許費につい

て、一括して説明いたします。

今回福祉保健部から繰越明許費補正をお願い

するのは４事業で、合計１億５，５００万２千

円となっています。

左から３列目事業名の表頭の一番上、社会福

祉施設ブロック塀等緊急安全対策事業費３１５

万９千円ですが、これは、昨年６月に発生した

大阪北部地震によるブロック塀の倒壊事故を受

けて行なった社会福祉施設のブロック塀の除去

及びフェンスの整備について、施工業者の選定

などに不測の日数を要したことから、年度内の

完成が困難となったものです。

次に、その下の障がい者福祉施設整備事業費

９，９９５万３千円ですが、これは、さきほど

障害福祉課長が説明しましたとおり、国の補正

予算を活用して、新たな施設や非常用自家発電

設備を整備するため、今回の補正予算で計上し、

来年度に事業費を繰り越すものです。

その下、老人福祉施設整備事業費２，４９２

万１千円ですが、これも、国の補正予算を活用

して、高齢者施設における非常用自家発電設備

を整備するため、今回の補正予算で計上し、来

年度に事業費を繰り越すものです。

最後に、医療提供体制施設整備事業費２，６

９６万９千円ですが、これは、看護師等養成所

の施設改修にあたり、当初予定していなかった

老朽化した既存設備の撤去が必要となったこと

により、工期を見直す必要が生じ、年度内の完

成が困難となったものです。

追加議案書の３２ページ二日市障害福祉課長

をお開きください。債務負担行為について、説

明申し上げます。３番の県立病院精神医療セン

ター整備事業です。

これは、昨年６月の入札不調を受け、９月に

再度入札を行ったことに伴い、３１年度分の増

額をお願いするものです。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないようですので、衛藤委員長

本案のうち、福祉保健部関係部分について、さ

きほど審査しました生活環境部関係部分とあわ

せて採決いたします。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち、衛藤委員長

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと決定いたしました。

次に、第３６号議案平成３０年度大分県国民

健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて、執行部の説明を求めます。

委員会資料の５ページをお藤丸国保医療課長

開きください。第３６号議案平成３０年度大分

県国民健康保険事業特別会計補正予算（第１
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号）について説明申し上げます。

この特別会計は、今年度から県が国保の保険

者となり、安定的な国保財政のため、市町村か

らの国民健康保険事業費納付金や公費等を財源

に、県が市町村に対し必要な保険給付費などを

賄う保険給付費等交付金等を交付するため、今

年度新たに設置したものです。

今回の補正は、１６億６，１６９万６千円の

増額で、既決予算額にこれを加えた累計は１，

２３３億５，４０７万９千円となります。

補正の主な内容は、精神疾病等に係る医療費

が多額であるなど、市町村の特別な事情に基づ

き国から交付される特別調整交付金を財源とし

て、県が市町村へ交付する特別交付金を増額す

るものです。

歳入の主なものは、国庫補助金１４億１８９

万１千円の増額です。これは、さきほど説明し

た特別調整交付金が当初の見込みを上回ること

等によるものです。

また、諸収入４億４，２１９万３千円の増額

ですが、これは、平成２６年度までに被用者保

険から国保に加入した退職者に係る医療費に対

して、社会保険診療報酬支払基金から交付され

る療養給付費等交付金が当初の見込みを上回る

こと等によるものです。

次に歳出の主なものは、保険給付費等交付金

１６億６，６８６万８千円の増額です。これは、

さきほど説明した県から市町村へ交付する特別

交付金が、当初の見込みを上回ること等により

増額するものです。なお、医療費から自己負担

分を除いた保険給付費等を県が市町村へ交付す

る普通交付金については、当初予算どおりとな

っています。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ衛藤委員長

り採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案衛藤委員長

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

次に、第３７号議案平成３０年度大分県母子

父子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第１号）

について、執行部の説明を求めます。

委員会資料の５ペ大戸こども・家庭支援課長

ージを御覧ください。第３７号議案平成３０年

度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予

算（第１号）について説明申し上げます。

母子父子寡婦福祉資金は、経済的基盤が弱い

ひとり親家庭などの経済的自立とその児童の福

祉向上のため、無利子又は低利子で必要な資金

を貸し付けるものです。

今回の補正は、７１３万２千円の増額で、既

決予算額にこれを加えた累計は１億８，５９４

万６千円となります。

歳入の主なものは、繰越金１，０２３万６千

円の増額です。これは、前年度の貸付金償還金

の実績が見込みを上回ったこと等によるもので

す。歳出につきましては、歳入の増額に合わせ

て貸付金として計上しています。

以上で、説明は終わりました。こ衛藤委員長

れより質疑に入ります。質疑、御意見があれば

お願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ衛藤委員長

より採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案衛藤委員長

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上で、付託案件の審査は終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかにないようですので、これを衛藤委員長

もちまして、福祉保健部関係の審査を終わりま

す。

執行部はお疲れさまでした。

〔福祉保健部退室〕
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以上で、本日の審査は終了しまし衛藤委員長

たが、最後に、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これで委衛藤委員長

員会を終わります。

お疲れさまでした。


